
本製品を正しくご使用いただけますよう本書を最後までよくお読みになってください。

強力モータ使用の高性能電動操作機に、ダンパシャフト用コネクタと取

付け用ブラケットを標準装備。空調用・工業用ダンパに簡単取付け。

シンプルな構造は取扱いが簡単で故障がありません。

各種制御基板が用意され、幅広い高度な制御が可能です。

ａ接点入力・ドライ接点信号形、高速開閉形、ＤＣ２４Ｖ電源用等用途

に応じ各種シリーズが用意されています。

■

シリーズ シリーズ
分 類

小口径用の汎用電動操作機 小口径用比例制御電動操作機

入力信号 （内蔵デｨｯプSWにて切換式）

操作機型番 (a) 4 ～20 mA ／1 ～5 V （入力抵抗：250 Ω）
(b) 0 ～5 V ・ 0 ～10 V
(c) 135 Ω～ 1 kΩ（ポﾃﾝｼｮﾒｰﾀ）抵抗入力

定格トルク 強制開閉
N･m １２ ３６ １２ ３６

外部接点入力式（接点電圧電流：DC15Ｖ 6ｍA)
開閉時間 s 9.5 / 8 * 3～4.5 7.2 / 6 * 9～ 14 30 /25 36 /30

信号入力に優先してバルブを強制開閉動作します

電 源 AC100/110・200/220V (50/60Hz) * ＤＣ２４Ｖ（ 型のみ DC 電源製作可 ） 開度出力

AE1 19VA ０～１ｍＡ （外部負荷抵抗：３ｋΩ以下）
消費電力 60VA * 24VA MAX. 9.5VA 13VA

AE2 26VA * 24VA MAX. 動作

モータ ｼﾝｸﾛﾅｽﾓｰﾀ ﾘバｰｼブﾙﾓｰﾀ ｼﾝｸﾛﾅｽﾓｰﾀ（ﾄﾗｲｱｯｸ制御） ﾓｰドＡ（逆動作）・ﾓｰドＢ（正動作）
* DC ﾓｰﾀ * DC ﾓｰﾀ 分 解 能 0.2 ％以下

内蔵デｨｯプSWにて切換式
ﾓｰﾀ保護 ﾀｲﾏ式 * ｶｰﾚﾝﾄﾘﾐｯﾀ式

動作角度範囲調整可能
使用周囲温度 －２０～６５℃ ※他からの熱の影響を受けない場合

（閉側：０～40％ 開側：50～100％）
負荷時間率 ２０％ １５min. 連 続

そ の 他 ｱﾙﾐダｲｶｽﾄｶバｰ（ｱｸﾘﾙ樹脂系焼付塗装） 屋外防雨構造（JIS C0920 IP65）

結露対策：スペースヒータ内蔵 電線引込形式：２－Ｇ1/2

電線ｺﾈｸﾀ（φ6 ～12 ｷｬブﾀｲﾔｹ-ブﾙ用）、盲栓 手動操作機構付

付 属 品 ブラケット コネクタ（適合ダンパシャフト径：１２．７，１３，１６，１９Φ）

* 型 ＤＣ２４Ｖの場合

■

① ② ③ － ④

① 操作機型式 ② 電源電圧 ③ トルク ④ オプション

AC100/110V 補助ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ

AC200/220V 絶縁信号出力

DC 24V 型用

ＯＳＤＡＥ０８４

ダ ンパ用 操作機 シリーズ



Ｗ　以下

■

8.操作機をブラケットに止めネジ

電動操作機は、精密部品等が組み込まれていますので丁寧に取扱い、 を締めて取付ます。

落としたり、投げ下ろしたりしないようにしてください。
9.コネクタＢが操作機の出力軸溝

にはまった状態でコネクタＡの
長期又は一時保管の場合は梱包のまま整理して保管してください。又

止めネジを締めつけてください
直射日光があたる場所、ほこりの多い場所、水滴がかかる場所は避け

操作機に無理な力が加わらないようにしてください。

据え付け前に、必ず操作機型式、電源電圧が正しいか、確認してくだ ■

さい。

配線が長距離となる又は微弱電流信号を扱う場合は、誘導電圧やノイ
■

ズ等の悪影響を受けるおそれがあります。この場合、シールド線を使

用したり、他の動力ラインと分ける等の対策をしてください。
取り付け場所の環境は、水中・高温（55℃以上）・腐食性ガス等の雰

操作機への配線は適切なキャブタイヤケーブル（5 ～10.5φ）を使用
囲気、又は振動の多い場所（0.5Ｇ以上）は避けてください。

し完全にシールしてください。ケーブル切り口は充填剤を塗布し、結
輻射熱により、電動操作機カバーの表面温度が５５℃以上になる場合

露対策を完全にすることが必要です。
は、適切な遮蔽板を設けてください。

ケーブル長さはメンテナンスのため、ゆとりを持たせてください。
駆動部が凍結する可能性のある場合は、凍結防止対策を施してくださ

い。
屋外で使用する場合、雨天での結線は避けてください。

り
電源電圧を確認し､操作機のシｰルの結線図通りに正しく結線してくだ

電動操作機の取り付け姿勢は正立から横向きまでとし、逆立は避けて
さい｡出力信号用の端子には､必要のない場合は結線しないでください。

ください。
高信頼性のねじ式端子台を使用。接続は線径 1.5mm２ まで使用できま

電動操作機上部はメンテナンスのため、９０mm以上のスペースを確保
す。圧着端子は不用で、電線の接続は先端皮膜を 5.5mmむいてそのま

してください。
ま接続してください。

アース等の感電防止対策をとってください。操作機内では、アース表
電動操作機の組付けは下記の通り行ってください。

示（ ）のねじを使用してください。

1.電動操作機は閉状態で出荷され 結線後、電動操作機カバーは十分にゴムパッキンを締め付け、外部か

ます。取付けはダンパの閉状態 ら水が侵入しないようにしてください。

で行ってください。
■

2.ダンパの操作機取付け台を右図
型は、コンデンサ起動のＡＣモータを使用しています

を参考にして用意してください
ので、同一接点で複数台の電動操作機又は他の負荷と連動すると回り

3.ダンパ軸の高さは取付け台上面
回路ができ誤動作の原因となります。各電動操作機ごとに別々の接点

より３mm以内にしてください。
を設けてください。

Ｗ＝100 (□□□-030,070,050)
型はａ接点入力式で同一接点での連動が可能です。又出力信号

Ｗ＝ 70 (□□□-180,120)
はドライ接点で、微小負荷に対応でき、シーケンサを使用したシステ

4.ブラケットを右図のように取付
ムに最適です。 又 この出力信号と他制御を連動する場合には、

け台に取付けます。
型を使用することで、高い信頼性が保証されます。

型の操作スイッチにトライアック・ＣＲ付リレー等、

漏れ電流のあるものを使用すると誤動作の原因となることがあります。

■

5.コネクタＡの止めネジを仮止め

してからダンパ軸にかぶせます 結露防止スペｰスヒｰタを内蔵していますので、常時通電してください。

機械動作部（コネクタ部）がありますので、運転時は動作部に手を近

づけないようにしてください。

運転に入る前に一度、結線及び電源電圧が正しいか確認してください。

6.コネクタＢをコネクタＡの上に 電動操作機を作動させ、動きが正常か点検してください。

のせます。

通常運転時、作動頻度が規定の負荷時間率（ 20％ 15min.）の範囲内

であるか確認してください。負荷時間率の範囲を超えて使用すると製

品の劣下、焼損の原因になることがあります。

負荷時間率は電動操作機の作動頻度を規定する値で、20％ 15min. は
7.操作機固定用ネジを右図のよう

15分の間にその20％(3分) の時間の連続又は断続の動作が可能である
に仮止めします。

ことを意味します。操作機の開閉時間により可能な開閉回数が計算で

きます。

動作中に逆転信号が入るような使い方は、製品の寿命を縮めますので

極力避けてください。



六角棒ｽﾊﾟﾅ

（丸棒）

ﾛｯｸ ねじ

ﾛｯｸ ﾅｯﾄ

（丸棒）

六角棒ｽﾊﾟﾅ

■ ■

手動操作時は安全のため必ず電源を切り下記の要領で行ってください。 電動操作機が正常に作動しない場合は下記項目で調査・点検をしてく

ださい。
型 型

原因が不明、部品交換、修理が必要な場合はその状況をご連絡くださ

い。

故障状況 原 因 処 置

作動しない 電源がきていない 過大な電圧がかかった場合

又は 電源電圧が正しくない は操作機を交換する

動作不安定 結線・回路が正しくない 結線・回路を見直す

○比例制御式では特に信号

の結線（＋－等）の間違

いに注意してください

インバータからの高調波 インバータメーカオプショ

ノイズが加わる ンの各ノイズフィルタを取

り付ける

配線をシールドしてアース
ロックねじを緩めると、電動操作 開度表示コネクタ穴に 5.7φの丸

する
機が回転可能になり直接操作機を 棒、又は六角棒スパナ(呼び５)を

誘導ノイズが加わる 三相モータ等の動力配線と
回転させ手動開閉が可能。 差し込み、動作方向にゆっくりと

遠ざける
自動運転に戻す場合は、操作機を 回してください。

配線をシールドしてアース
元の位置に戻しロックねじを固定 専用の手動開閉レバー (ｵプｼｮﾝ)も

する
穴に確実にロックしてください。 用意されています。

開閉の制御ＳＷに漏れ電 漏れ電流が１mA以下になる

流がある（AM1/AM2型） ようにする
■

配線のｼｮｰﾄ・接触不良 配線・接続を見直す
使用状況、環境に応じ、定期的に点検を行ってください。通常半年に

モータの劣下・寿命 負荷時間率・使用条件を見
一度下記に従って行ってください。

直し、モータを交換する
なお点検作業を行う場合は必ず電源を切ってください。

雨水の侵入等により基板 制御基板、マイクロスイッ

点検項目 異常時の処置 ・接点が腐食している チを交換する

電動操作機の開閉位置・開閉時 ○操作トルクアップの要因を調査 中間位置で ●中間位置で止まる状態を長く続けますと、 モータ

間が正常な範囲内にあるか 原因を除去する 止まる （ギヤ）が破損しますので、できるだけ早く正常な

異常音が聞こえないか ○周囲温度、作動頻度を調査し、 状態にもどしてください。（AM1/AM2型/PAX型）

操作機部が異常に熱くないか 範囲をこえている場合は改善す 操作トルクが増大し保護 操作トルクアップの要因を

操作機内部に水の侵入・結露の る 回路が働いた 除去する

発生がないか ○内部を乾燥させ、部品を点検し ○サーマルプロテクタ式は

取り付けねじ等の緩みがないか 確実にシール・密閉する 感熱素子の温度が下がる

○必要に応じ、操作機の交換を行 まで電源を切り(2～5 分

う 間) 復帰させてください

長期間運転しない時は３ヶ月に一度程度作動をしてください。 操作機を交換する場合、不明な点は、当社までお問い合わせ、又は交

※操作機上に物を置いたり、足場にする事は絶対に避けてください。 換要領書をご請求ください。

◇

型 ａ接点入力・ドライ接点信号形 型 ＡＣ電源振替入力形 型 ＤＣ電源専用形

T1
AC100･200V Ｃ ＋ T1

T2 AC100･200V DC24V
SW SW Ｓ － T2

Ｏ SW
com. Ｏ com. Ｏ

SC － ＋
閉信号 閉ＰＬ ○ SS 閉ＰＬ ○ SS

SS － ＋
開信号 開ＰＬ ○ SO 開ＰＬ ○ SO

SO

Ｏ端子入力電流： 9mA 出力信号負荷電流：
出力信号負荷電流：DC 24V 4A～ 33mA

出力信号負荷電流：AC120V 0.5A/DC24V 1A MAX. AC120V 0.7A/AC250V 0.5A MAX.

SW がOFF で操作機右回転 端点で閉信号 ON SW がＳ側で操作機右回転 端点で閉ＰＬ点灯 SW がOFF で操作機右回転 端点で閉ＰＬ点灯

SW が ON で操作機左回転 端点で開信号 ON SW がＯ側で操作機左回転 端点で開ＰＬ点灯 SW が ON で操作機左回転 端点で開ＰＬ点灯



◇

◇

部品
部品名称 材 質 個数

番号

１ 電動操作機 ｱﾙﾐダｲｷｬｽﾄｹｰｽ 1

２ ブラケット ＳＣＳ１３ 1

３ コネクタ ＳＵＳ３０４ 1

４ 六角ボﾙﾄ M6*15 S45C(ｸﾛﾒｰﾄﾒｯｷ) 4

５ 六角ボﾙﾄ M6*15 S45C(ｸﾛﾒｰﾄﾒｯｷ) 4

６ ｽプﾘﾝグﾜｯｼｬ M6 S45C(ｸﾛﾒｰﾄﾒｯｷ) 4

７ 六角ﾅｯﾄ M6 S45C(ｸﾛﾒｰﾄﾒｯｷ) 4

８ 六角穴付き止めﾈジ M5*6 ＳＵＳ３０４ 2

◇ 部 品 図

コネクタとブラケットは出荷時には未組立

てとなっています。

この製品についてのご意見、ご質問は最寄りの代理店又は当社企画営業部へお申しつけください。

記載内容はお断りなく変更することがありますのでご了承ください。

事業本部 〒450-0003 名古屋市中村区名駅南1-21-19 TEL：052-582-6435 FAX：052-582-6439

◇

型 ａ接点入力・ドライ接点信号形 型 ＡＣ電源振替入力形 型 電子式ポジショナ内蔵形

電動操作機 電源 AC100/110 電動操作機／ポジｼｮﾅ基板
200/220V

制御基板 電動操作機 T1 ﾓｰド切換DIP SW
＋ T1 信号入力 １２３４

～ 制御基板 4～20mA － T2
－ T2 1～5V ＋ ＯＦＦ

SW Ｃ Ｗ
Ｏ ～ 抵抗入力 調整トリマ Ｍ ﾓｰﾀ

com. SW Ｓ 135 ～1kΩ Ｒ
SC 閉LS

閉信号 Ｏ 信号入力 Ｂ ＳＨＵＴ ＯＰＥＮ

SS R1 開LS 0～10V ＋ 0～40% 50～100% 閉LS
開信号 閉ＰＬ ○ SS 0～5V － Ｃ 動作範囲

SO R2
異常信号 開ＰＬ ○ SO 強制閉SW Ｓ 開LS

AL Ｄ．Ｂ．

強制開SW Ｏ 不感帯
Ｏ端子入力電流

開度出力 ＋ ＋ ポﾃﾝｼｮ
9mA (許容漏れ電流 1mA以下) 0～1mA ﾒｰﾀ

－ － ＺＥＲＯ ＳＰＡＮ

出力信号負荷電流： 出力信号負荷電流：
開度出力

AC120V 0.5A/DC24V 1A MAX. AC120V 0.7A/AC250V 0.5A MAX.

SWがOFFで出力軸右回転 端点でR1接点ON SWがS側で出力軸右回転 端点で閉PL点灯 ○ﾓｰドＡ（逆動作）入力信号4mAにて出力軸右端点～20mAにて出力軸左端点

SWが ONで出力軸左回転 端点でR2接点ON SWがO側で出力軸左回転 端点で開PL点灯 ○ﾓｰドＢ（正動作）入力信号4mAにて出力軸左端点～20mAにて出力軸右端点


